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           【２月の定例活動】 

 

 
◆定例理事会 
 日時：２月23日（土）18:30～19:30 
 場所：文化研修センター２F 
◆英会話教室 
 ネイティブスピーカーとしゃべってみましょう！ 
 毎週木曜日 19：00～21：00 
 場所：文化研修センター２F 
 講師：エリック・ワイリーさん 
 お問合せ：後藤田（TEL 24-5234） 
◆英会話フリートーク 
 英語をブラッシュアップさせたい方にお薦め！ 
 日時：２月17日（日）19：00～21：00 
 場所：治作マンション２F 
 講師：アン・中村さん 

 
◆日本語教室 
 ＜市場町コミュニティセンター＞  
毎週日曜日 10：30～12：30 
 ＜高川原公民館＞ 毎週日曜日 14：00～16：00 
 ＜手塚さん宅＞  
毎週水曜日・日曜日 19：00～21：00 
   講師：手塚功さん（TEL 24-1284） 
   サポーター：住友初美さん 
＜鴨島 文化研修センター＞  
毎週日曜日 13：30～15：30 
   講師：村上さん（TEL 24-8018）、藤野井さん 
 毎週金曜日 19：30～21：00（一般～児童・学生） 
   講師：市原さん、谷本さん 
   サポーター：有持さん、井原さん、日野 

 
 
【２月からの活動予定】 
 
◆国際交流クッキング 
「ベトナム料理と日本料理で日越交流」 
 講 師：レーティ スン トゥイさん 
     白川美智代先生 
 日 時：３月16日（日）10:00～14:00 
 場 所：川島公民館調理室(25-2180) 
 参加費：800円 
申込み：後藤田まで（24-5234）（別紙） 

 
◆日本語指導ボランティア養成講座（後期） 
日 程：２月*９日、23日、 

３月１日、*８日（すべて土曜日） 
（午前３時間・午後３時間、*は午後3時間のみ） 
講 師：TOPIAの日本語講師（元木佳江さん） 
場 所：吉野川市文化研修センター 
参加費：無料、ﾃｷｽﾄ「みんなの日本語Ⅰ、Ⅱ」 

 
【お知らせ】 
◆吉野川市文化協会の講演会 

 日時：２月17日（日）14：00～15：30 
 場所：鴨島公民館ホール、講師：加賀美幸子さん 
 チケット：1,000円（瀬尾までTEL24-2762） 
 
【１月の活動報告】 
●地域国際交流 ギョウザ作りと交流会 
 日 時：12月23日（土）13：30～17：00 
 場 所：牛島小学校 
 参加者：40名、中国人講師：５名 

（YIAより：手塚、瀬尾、後藤田、リビア） 
 

 
 
 
 
 



●ポリネシア文化にふれる旅（YIA海外視察研修旅行） 
 旅 程：１月４日～８日 
 参加者：10名、ツアーガイド：メアリーさん 
＊5月の総会で報告をする予定です。 

 
 
 
 
 
 
 

●国際理解講座「ベトナムってどんな国？」 
 日 時：１月20日（日）15：30～17：00 
 場 所：文化研修センター２F 
講 師：ﾚｰﾃｨ ｽﾝ ﾄｩｲさん、参加者：15名 

 
 
 
 
 
 
●新年会 
 日 時：１月20日（日）17：30～19：30 
 場 所：レストランカナ 
 参加者：15名（日本人10名、外国人ゲスト５名） 
 
 
 
 
 
 
 
●第９回理事会 
 日 時：１月26日（土）18：30～19：30 
 場 所：文化研修センター２F、参加者：６名 
 議 事：海外視察研修旅行報告、2月～3月の活動 
     日本語教室、会費未納者の処遇について 

＊会費未納者は２月号から会員だよりの送付を見合わ

せ連絡のない方は一旦退会扱いとさせていただきます。 
●今月も｢エリックさんのひとこと英会話｣をお休みし

て、前号からひき続き、メアリーさんの「アメリカの

クリスマス」をお送りします。クリスマスの本来の意

味が興味深く語られています。 

 

                   

 By メアリー・ミラー・マカ 

           （前号からの続き） 

クリスマスシーズンは、家の内外やクリスマスツリーをピカ

ピカ光る電球やカラフルな赤や緑の飾りで飾る時でもあります。

家の外や庭をあらゆる電球やらクリスマスの飾りやら人形やら

であまりにも過度に飾り立てるのを好む人も大勢います。時に

は、通りの家々が一斉に夜にライトアップするので、このすご

い光景を見ようと車がずらっと列を作ることもあります。感謝祭

（11月の第4木曜日）が終わると室内用のクリスマスツリーとし

て生のもみの木を買い求める人もあります。飾り付けの最後に

は星を一つツリーのてっぺんに飾ります。これは、ベツレヘム

の馬小屋でお生まれになったイエス様の所へ博士たちと羊飼

いたちを導いた星と光を意味しています。家族のメンバー全員

のためにくつしたが暖炉のそばにつるされ（暖炉がなければど

こでもいいのですが）、子どもたちが寝ているクリスマスイブの

夜の間にこっそり訪ねてきたサンタクロースは、そこにも小さ

なおもちゃやキャンディーケーン（杖型の飴）などのクリスマス

ならではのお菓子を入れて行きます。 

不幸なことに、（よくあることですが）騒ぎに紛れてクリスマス

シーズンの本当の意味は誤解されたり忘れられたりします。結

局クリスマスっていったい何なんでしょうか？忘れられてはい

けないのは、なぜクリスマスを祝うのか、という理由はサンタさ

んや誰かが持ってくるプレゼントがもらえて幸せになれるから

ではありません。むしろ愛や平和、イエス様を自分自身の救い

主と信じる者ならだれにでも無償で豊かに与えられる、永遠の

命につながる希望と喜びなのです。ですからクリスマスイブや

クリスマスの日は教会が一番混雑する日でもあります。日頃か

ら教会に通う信徒たち以外にも日頃は教会に足を運ばない

人々も、この平和を求めてすばらしいクリスマスイブとクリスマ

スの朝には礼拝するために教会に集まって席を埋めるのです。

興味深いことに、ラテン語でクリスマスの「マス」はその前につ

けられる名前を礼拝するために使う言葉です。つまり、クリス

マス（Christmas）はキリストのマス（CHRIST-mas）であり、主イ

エスキリストを礼拝することを意味しているのです。（終わり） 

 

ホームヴィジット 

ハイスクールで 
皆様からのご意見・ご提案などをお待ちしています。

広報部長：日野恵美子（24‐5560） 


